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所収遺跡 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

水神下遺跡 包蔵地 古墳時代

中世

近世

古墳時代自然流路・竪

穴状遺構・溝・井戸、

平安時代道路状遺構、

中世塚・道路状遺構・

溝・井戸、近世溝・竪

穴状遺構・土坑

古墳時代土師器・須恵器・

小銅鐸・小型仿製鏡・石製

品、古墳時代～近世土錐、

中近世陶磁器・かわらけ、

木製品、坩堝・羽口、鉄素

材、鉄滓、鉄製品

古墳時代の自然流路からは多数の土器類のほ

か、小銅鐸や小型仿製鏡、石製垂飾品がまと

まって出土した。中世では鋳造関連遺構や坩

堝などの遺物も発見されており、当地域で類

例のない生産遺跡の資料として重要である。

要 約

東京湾に面する海成平野に形成された標高約1.5ｍの砂堆列上に位置する水神下遺跡は、縄文時代～近世までの複合遺跡であるこ

とが明らかとなった。特に古墳時代の調査成果としては、砂堆列の裾に形成された自然流路から古墳時代全般に亘る遺物が多量に出

土したことから、海岸部における古墳時代の遺跡の一側面を明らかにすることができた。中でも小銅鐸や小型仿製鏡（重圏文鏡）や

石製品がまとまって出土しており、小銅鐸は市内においては 2例目、県内でも 8例目となる出土例で、千葉県や関東地方の小銅鐸を

考究する上で重要な発見であり、古墳時代前期における当地域の重要性を物語る資料となる。

中世の遺構としては、塚や道路状遺構のほか鉄製品の鋳造に関連する坩堝や羽口、鉄素材なども出土している。当地域では類例

の少ない中世の生産遺跡として重要である。また、塚の盛土下からは、かわらけ17個体が埋納された状態で発見されており、中世の

加持祈祷に関連する遺構の可能性もある。
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